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 先端技術 
超伝導加速空洞

大強度・高品質電子源
レーザーパルス蓄積技術
ビーム衝突技術
X線検出装置

運転保守安全制御技術
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空間高分解能
SOI ピクセル検出器
(STFで実験中) 

~30keV ~15keV

L=370mm
L=670mm
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Compact  （less than 10m total length）  
Monochromatic  （less than 1% energy spread） 
High flux　（100 times compact normal conducting X-ray:1011 photons/sec 1% b.w.） 
High brightness　  （2.5 generation photon factory:1017 photons/sec mrad2 mm2 0.1% b.w.） 
Ultra-short pulse　（40 fs ~） 

 

http://mml.k.u-tokyo.ac.jp/ 

超伝導  高周波加速技術
 

小型　（全長 10 m 以下）　準単色　（エネルギー幅1％以下） 
高フラックス　（小型常伝導X線源の100倍：1011 photons/sec 1% b.w.） 
高輝度　（2.5世代放射光施設級の輝度：1017 photons/sec mrad2 mm2 0.1% b.w.） 
極短パルス　（40 fs ~） 

 

構造ゲノム解析、ナノマテリアル評価、高精細X線イメージング

2 枚ミラーレーザーパルス蓄積装置
LUCXでの実験結果 (Oct., 2011)
光子数 =1447 photons/train

2.1 x 105 photons/sec @12.5Hz 運転

I-MCP+I.I.  X-ray 検出器 (LUCX)

　先端加速器とレーザー技術の融合：特徴は、
①パルス幅が狭い（ピコ秒、フェムト秒）、
②エネルギーが可変、
③高輝度（パルスあたりの強度が高い）、
④偏極度が 制御可能、
⑤シンクロトロン放射光に比べシステムが
コンパクトにでき低コストであることです。

LUCXによる研究開発では、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
製作したの 3.5 cell RF Gun と 12 cell booster 加速管でビームによる

　　　　　性能試験、I-MCP+I.I. や SOI による検出器の開発、
位相コントラスト法によるX線イメージングの

取得等を行います。

屈折コントラス トで特有
のエッジが出て いる。

KEK小型常伝導加速器 (LUCX) KEK超伝導加速器試験施設 (STF)

X-ray検出器試験 開発装置目標性能

STF加速器で達成されているビーム

X-ray 生成の原理 (逆コンプトン散乱 ) レーザー装置開発：小型化、高強度化、低コスト化、高信頼化

http://kocbeam.kek.jp/

STF の試験中X線生成装置

162500 Bunches

RF 電子銃からの 1ms フラットビーム取出し
(RF feedback ON : Mar., 2012) 
1ms ビーム加速 (15pC/bunch)
(Gun/SCRF RF feedback ON : May., 2012) 

 LUCXの新開発X線生成装置

２枚ミラーから４枚ミラー
レーザーパルス蓄積装置開発へ

STF による実証実験では、
高品質・大強度の電子ビームを発生する

フォトカソードRF電子銃、
大強度電子ビームを安定に加速する

高電界超伝導高周波加速装置、
高品質の短パルス大強度レーザー蓄積装置、

ミクロン精度でビームを調節および
制御する技術の実用化に

挑戦しています。

レーザー偏極制御の発見、
光共振器の安定化と

レーザービームサイズの
最小化 (10µm)

 
 

 
 超伝導加速による次世代小型高輝度光子ビーム源の開発 ｰⅠ

高エネルギー加速器研究機構、東京大学、早稲田大学、大阪大学、広島大学、
日本原子力研究開発機構、日立ハイテクノロジーズ、東芝電子管デバイス

量子ビーム基盤技術開発プログラム


